
ハザードマップ作成に係る取組について 

 

北海道石狩振興局産業振興部整備課  〇今野義博 

石狩市企画経済部農政課   小柳功一 

石狩土地改良区   斎藤 司 

北海道農村振興局農政部農村整備課   竹市 進 

 

１．はじめに 

 東日本大震災において、福島県の農業用ため池の決壊により下流の住民に死者・行方不

明者が出たことなどを踏まえ、全国でため池のハザードマップ作成による減災対策を推進

しているが、北海道の市町村ではなかなか作成に至っていない状況である。 

 これを受け、石狩市では独立行政法人 農業・食品産業技術総合機構 農村工学研究所

で作成した「ハザードマップ作成のための簡易氾濫解析ソフト」（以下、「農工研の簡易氾

濫解析ソフト）という。）と国土地理院の地形図（電子国土ＷＥＢ）を利用し、既存ソフト

（Microsoft Excel 2010。以下、「エクセル」という。）により、市内にある２つのかんが

い用ため池（以下、それぞれ「高富貯水池」、「五の沢貯水池」という。）について、地震時

における簡易的なため池のハザードマップ（地域限定版）（案）（以下、「ハザードマップ（地

域限定版）」という。）を経費をかけずに作成した。 

 今回、石狩振興局が平成 26 年度から検討している「ため池ハザードマップ作成の手引き

（石狩版）（案）」（以下、「ため池ハザードマップ作成の手引き」という。）に沿って進めら

れた、ハザードマップ（地域限定版）作成取組事例について中間報告を行う。 

 

２．ハザ－ドマップ 

（１） ハザードマップとは 

文字どおり、「ハザード」とは「危

険・災害」、「マップ」は「地図」を意

味する。簡単に言うと「ハザードマッ

プ」とは「自然災害が発生した時の被

害を予測し、その被害範囲を地図化し

たもの」のこと。これには、避難経路

や避難場所、緊急連絡先などが記載さ

れ、日頃から身近に置いて見ておけば、

いざという時には迅速かつ安全に避

難するための参考資料となるもので

ある。 

また、このハザードマップを単なる印刷物として「見る」だけではなく、地域住民自ら

作成し、「実際に災害時のことを想定し、議論する」ことで記憶が残るという効果も期待で

きる。 

 

 

図－１ ため池ハザードマップの基本的な考え方（石狩版） 



（２）対象地域の概要 

今回のハザードマップ（地域限

定版）の対象とした地域は知津狩

（しらつかり）川上流の石狩市中

東部に位置する八幡町地蔵沢と

五の沢の 20 戸、約 50 人、集落規

模（面積）２㎢弱の地域である。

この沢の上流にはそれぞれ高富

貯水池と五の沢貯水池があり、下

流は幅約 200～400ｍ、延長約３～

５km 程度の平地部であり、2 つの

貯水池は尾根部をはさみ隣接した

位置関係となっており、まとまっ

たひとつの地域をなしている。 

２つの貯水池の概要は表－１の

とおり。 

 

 

３．国・北海道の対応 

平成 23 年 3 月 11 日に発生した

東日本大震災では多くの人命のほ

か農業用施設も地震と津波により

失われ、農業用ダムやため池も地

震により数多く被災した。中でも

福島県ではため池の決壊により、

貯留していたかんがい用水が一気

に下流へ流れ、尊い生命が失われ

るとともに、人家や農地が大きな

被害を受けた。 

国は東日本大震災の教訓や各種会議による議論を踏まえ、平成 24 年に災害対策基本法の

改正、平成 25 年に国土強靱化基本法の制定などを行い、ため池に関しても防災・減災対策

を推進してきた。 

平成 26 年 1 月に修正された防災基本計画において、地方公共団体は国・関係公共機関と

協力し、決壊した場合に大きな被害をもたらすおそれのあるため池のハザードマップ等を

作成し、住民等に配布し注意喚起を行うことが明記された。 

また、平成 26 年 6 月に閣議決定された国土強靱化基本計画「国土強靱化アクションプラ

ン 2014」では、決壊すると多大な影響を与えるため池のうち、ハザードマップ等のソフト

対策を実施する割合を平成 32 年度までに 10 割にする目標を立てている。 

一方、農林水産省は土地改良長期計画の目標の実現と農村におけるため池の防災・安全

の確保に向けて、平成 24 年 4 月にため池の減災対策としてハザードマップ作成の推進を図

図－２ 位置図 

表－１ 貯水池の概要 



る通知を行い、翌年、作成手順や周知方法等を具体的に示した「ため池ハザードマップ作

成の手引き（平成 25 年 5 月）」を配布し減災対策を推進している。 

北海道農政部では平成 24,25 年に北海道にある受益面積２ha 以上のため池 242 個につい

て、今回利用している農工研の簡易氾濫解析ソフトにより作成した浸水予測図を関係市町

村に提供し、ハザードマップ作成等の検討を依頼しているが、平成 26 年 3 月末までに作成

したと報告を受けているものはない。 

 

４．関係機関の対応 

（１）石狩振興局 

上記のとおり、石狩振興局管内のため池に

ついて、ハザードマップを作成した市町村は

「ゼロ」の状態である。 

このため、当振興局では「まず、簡易的で

もハザードマップを作成してみることが大

切」として、平成 26 年 4 月から「ため池ハ

ザードマップ作成の手引き」の検討を行った。

そこで、過去に道営防災ダム事業高岡地区に

より、かんがい用貯水池に防災機能を付加した経緯がある高富貯水池をこの手引きのケー

ススタディ（事例検証）として位置づけ、高富貯水池が位置する石狩市とその管理者の石

狩土地改良区にハザードマップ作成の協力を求めた。 

（２）石狩土地改良区 

高富貯水池の管理者である石狩土地改良区は、道営防災ダム事業以外にも、以前から道

営事業を行う際、地元調整に力を発揮してきた団体である。今回、石狩振興局からハザー

ドマップ作成の件を持ち掛けた際、「当改良区では尾根を挟んで隣接する２つの貯水池を管

理している。高富貯水池は防災ダム事業で防災機能を付加したため、決壊の恐れは少ない。

逆に、地震で決壊の恐れがあるのは、古い時代に作られた五の沢貯水池の方だから、２か

所まとめたハザードマップにしたい」との希望が上がった。 

（３）石狩市 

石狩市の地域防災計画は平成 25 年度に改訂し、ため池については水害・土砂災害対策編

の水害等の想定の中で「農業用ため池等の決壊による浸水区域」の項目として取り上げ、

ハザードマップとしてではないが、既に「農業用のため池等が、大雨による増水や、地震

等により決壊した場合の浸水想定区域」として「農業用のため池等浸水想定区域」を公表

している。 

石狩振興局からの協力依頼は農業用ため池のハザードマップ作成であることから、石狩

市農業担当部署に行った。石狩市はこれら２つのため池の管理者ではないものの、対象と

する地域やその下流には農家以外の住民も多く、決壊した時には影響が大きいとして、石

狩市防災担当部署と調整を行い、現在公表している「農業用のため池等浸水想定区域」に

代わるものを作成できないか検討することとなった。 

 

 

図－３ ハザードマップ作成における役割分担 



５．ハザードマップ作成方法 

（１）作成方針 

ため池ハザードマップ作成の手引きに基づき、基本的な考え方を以下のとおり整理した。

（詳細は図－４参照） 

・レベル・精度・規模（範囲）等は

重視せず、地域限定にする 

・地域住民が災害発生時に参考とな

るもの 

・地域住民とのワークショップを行

う 

・既存の資料を利用し、経費をかけ

ない 

・ため池のハザードマップ作成に関

するケーススタディーとなるもの 

（２） 浸水予測図の作成 

浸水予測図は平成 25 年度に北海道

から石狩市に提供した農工研の簡易

氾濫解析ソフトで作成した浸水予測

図を利用しようとしたが、地形図が鮮

明でなく、また、浸水深さを表した着

色部分が地形図上でベタ塗り状態で

塗りつぶしているため、着色部の下が

道路なのか農地なのか何なのかわか

らない「図」（以下、「簡易氾濫解析表

示図」という。）としてのデータとな

っていた。（図－５） 

本来、このソフトはＰＣの画面上で

は氾濫解析結果を「簡易氾濫解析表示」

として表現できるが、それを図として出力する機能はなく、解析結果は一般的なＧＩＳ（地

理情報システム）ソフトで読み込み可能なシェープファイル等のデータで出力される。そ

れを別のＧＩＳソフトに読み込み、氾濫域の修正や避難場所、避難ルート等をまとめ、ハ

ザードマップを作成するものであり、ＧＩＳソフトがなければシェープファイルは使えな

いものであった。 

ため池の管理者となっている市町村や土地改良区では、これらＧＩＳソフトが未導入で

あったり、導入済みであっても担当者の習熟度が低いために直ぐに利用できない場合があ

ることから、多くの経費と時間をかけなくてもできるように、通常使用しているエクセル

だけで作成することを検討した。 

作成方法は大まかに以下のとおり。詳細は図－６による。 

①  エクセルシート上のセル寸法を浸水予測図のデータメッシュ寸法に調整し、セル

に数値を入力することでセルに着色できるように書式設定する。 

図－５ 簡易氾濫解析表示図 

図－４ ハザードマップ作成手順 



②  インターネット上の国土地理院のＵＲＬから地形図をコピーし、①のエクセルシ

ートに貼り付ける。 

③  農工研の簡易氾濫解析ソフトの簡易解析表示図を②のエクルシートに貼り付け、

②の地形図と一致させ、これを透過性のある図にする。 

④  ③の浸水深さの色に合わせて、その図の下面に位置するセルに数値を入力する。 

⑤  入力完了後、着色（数値入力）部分を透過性のある図にし、②の地形図に重ねる。 

⑥  ⑤の透過性を調整し、浸水予測図完成。 

浸水予測図の区域の大小にもよるが、今回の区域程度の場合、作成時間は作成手法がわ

かれば、1 日あれば十分可能と思われる。 

 

 

（３）現地調査 

ハザードマップ作成にあたり、現地調査は 3回行った。 

１回目： 地区全体を把握。浸水予測図の範囲（流域）を乗車して一周。浸水予測図

で浸水深さが大きな部分の地形と住宅や倉庫等建物の位置を確認し、避難場

所や避難経路検討のため、周辺状況を写真撮影した。 

２回目： 1 回目の現地確認で得た写真から検討した避難場所の確認。ハザードマップ

に添付する写真も合わせて撮影した。 

３回目： 地域住民との意見交換会（ワークショップ）で提案された新たな避難場所

の確認。 

（４）担当者との調整 

前述のとおり、ハザードマップ作成に当たり、石狩市農政担当者及び石狩土地改良区担

当者と調整を行った。電話やメールでのやり取りを除いて、主な調整は 3 回行った。 

１回目： 担当者の顔合わせ。国・北海道のため池のハザードマップ作成の実情や経

緯、必要性等の説明を行い、各自、必要性を認識した。 

図－６ 浸水予測図の作成手順 



２回目： ハザードマップ素案を基に地域住民の代表者１名を加え、石狩土地改良区

担当者と意見交換。 

「堤体決壊後 60 分以内の最大浸水深さを表した浸水予測図（図－７）だけ

では何分後にどこまで氾濫区域が拡大するか不明であり、緊急性が表現でき

ていない。」と指摘を受け、決壊直後の 5 分、10 分、15 分後の浸水予測図を

作成し可視化した。その結果、貯水池直下の住宅は堤体決壊後 5 分以内に高

さ 2ｍ以上の浸水があり、直ぐに避難しなければ間に合わないという緊急性を

表すことができた。（図－８） 

また、地域住民は高齢者が多い

こともあり、文字や記号はできる

だけ大きくすることとした。 

  ３回目： 石狩市防災担当者との顔合わせ。 

浸水予測図に緊急時の連絡先

等を加えたため池のハザードマ

ップ（地域限定版）（石狩市案）

を用いた、地域住民とのワークシ

ョップの進め方等の事前調整。 

 

図－７ 高富ダム・五の沢貯水池ハザードマップ（60 分最大浸水深さ） 

写真－１ 担当者との調整（３回目） 



 

６．ワークショップ 

（１）開催案内 

開催案内は農業用ため池のハザードマップ作成に関するワークショップであったことか

ら、石狩市農政担当から今回の対象地域外を含め、ため池下流に位置する 30 戸の地域住民

に「ため池の減災対策に係る意見交換会の開催について」として開催案内を送っている。 

開催時期が農作業の繁忙期であったこともあり、当日の出席者は男性のみ 8名と少なく、

高齢者が多かったが、地域の実情を表しているものでもあった。 

（２）趣旨の説明 

ため池のハザードマップ作成の趣旨を国・北

海道の動向や経緯を加え、ハザードマップ作成

の必要性の趣旨を地域住民に説明し、次に今回

用意したため池のハザードマップ（地域限定版）

の見方を説明した。（図－７、８） 

（３）意見交換 

地域住民は大地震が起きてほしくないとの願

望から、「直ぐには起きない。」「起きては困る」

としていたが、今回のワークショップ開催日の

約１週間前に発生した御嶽山の水蒸気爆発で多

図－８ 高富ダム・五の沢貯水池ハザードマップ（時間ごと浸水深さ） 

写真－２ ワークショップ（意見交換会） 



くの犠牲者が出た件や東日本大震災で藤沼ダムという農業用ため池が決壊し、下流で死者

が出た件などを話題にすると、「今はありえないと思っていることが実際に起こる時代だ」

と住民たちの意識もしだいに変化し、議論が活発になった。 

ワークショップでは「日中、農作業等で自宅から離れた場所にいる時に大地震が発生し

避難する場合」のことをテーマとして行った。出された意見は 

・高齢者は車に乗って避難する方が早い。 

・既存の水路（小河川）はすぐ満水になるため、水路の近くにいても水路を渡って高台

には避難しない。逆に道路から遠くにいても、必ず道路側の高台に逃げる。 

・大地震によって、ため池が決壊したかどうかはサイレンなどの連絡手段がなければ氾

濫水が来るまでわからない。 

・避難場所は高台にあり、高齢者は階段や手すりがなければ高い所に上がれないため、

行政でそれらの設置を対応してほしい。 

・自分たちで高台に上る道を作ったり、地元の間伐材を利用して手すりや階段を作ろう。

完成したらその階段を上って、高台で「ご苦労さん会」を開こう。 

・避難場所としての高台がもう１カ所ある。 

などがあった。 

（４）とりまとめ方法 

少人数であったが、多くの意見が出されたこともあり、大地震が発生した時の地域住民

の行動がわかり、かつ、その対処法についてのやり取りもあった。また、施設の不備につ

いては自分たちでも何かしようという前向きな意見も出て、地域住民の防災・減災意識の

向上というワークショップの目的はほぼ達成できたと思われる。 

一方で、ため池が決壊したかどうかを知る手段がないこと。高齢者が避難する場合、避

難場所には手すり、階段等の整備が必要など、防災施設の未整備部分も明らかにもなった。

これも、ハザードマップ作成の効用の一つである。 

ワークショップで提案された新たな避難場所や表示方法等のハザードマップについての

修正項目はできるだけ早く現地確認を行い、追加・修正し、周知することとしたが、サイ

レン等の施設設置に関しては今後の課題として保留した。 

なお、ハザードマップの浸水予測図の前提条件となっているため池の決壊の有無を確認

する手段がないことから、決壊時にサイレンを鳴らすなどの対応を早急に検討し、対策を

講じる必要があるが、当分の間、「大地震が来たら津波と同様にすぐ高台に避難する」こと

を第一とした。 

 

７．今後の課題 

ハザードマップ作成時に重要な役割となるワークショップは本来、性別、年齢を問わず、

あらゆる年齢層の意見を取り入れるべきものであるが、今回の地域限定のワークショップ

は開催時期が悪く、農作物の収穫時期と重なり地域の代表者 8 名しか集めることができな

かった。また、その参加者は男性のみで年齢層も高齢者が多く、参加者に偏りがあったこ

とから、開催時期や時間は農家だけでなく、一般住民の各年齢層が参加しやすい条件で準

備する必要がある。 

また、今回のため池ハザードマップ作成に関して使用した農工研の簡易氾濫解析ソフト



は、「ため池堤体決壊後 60 分」までしか解析できないことから、その時間までの浸水予測

図となってしまう。しかし、60 分以降でも氾濫水は下流の地域に流れ込み、浸水する恐れ

は十分あることから、地域限定版の対象ため池であっても、地域外の住民に対して、今回

のワークショップのように事象が発生する以前に何らかの方法で周知は必要である。 

地域限定版のため池のハザードマップを石狩市防災担当者と調整を図り、石狩市の地域

防災計画に掲載し、公表する検討も重要な課題であるが、60 分以降の浸水予測図作成も今

後の課題である。 

 

８．まとめ 

今回、案ながら作成した「高富・五の沢貯水池ハザードマップ」は最終版ではないが、

道内初となるもので、今後、道内の他のため池でも作成していくためのモデルとなるもの

である。 

ため池ハザードマップ作成の手引きは「精度を高くしようとすると、なかなか最初の一

歩が踏み出せなくなるため、本来の趣旨を考え、地域住民が非常時の場合に迅速な対応が

でき、被害を減らすことができるような地域を限定した簡易的なハザードマップを、まず、

作成する。」という方針で検討していたものである。 

このため、今回の取り組みはこの手引きの方針のとおり、「地域住民に自ら非常時の対応

を考える機会を作ることが重要」と考えて、ワークショップを開催し、ハザードマップを

作成するまでに至ることができ、ケーススタディとしての役割を十分果たしたと思われる。 

また、作成方針のとおり、作成に至るまで、新たにソフトを購入することはなく、既存

のソフトだけを用い、経費をかけずにハザードマップを作成することができたことも重要

である。また、ワークショップには準備が必要だが、なくてはならない部分であり、今回

も結果として重要な役割を果たしていた。 

今回の取り組みにより、「ため池のハザードマップ」が石狩市の地域防災計画に記載され、

公表されたという報告はできなかったが、今後、近いうちにそうなることを期待するとと

もに、ため池のハザードマップ作成に係る取組事例の中間報告とする。 

 

９．おわりに 

今回行った浸水予測図の作成手法の代わりに農工研の簡易氾濫解析ソフトとＧＩＳソフ

トを組み合わせ、それらの機能を十分発揮すると、もっと容易にかつ精度の高いハザード

マップを作成できたかもしれないと思いつつ、誰でも作成できるもので、まず、案を作成

し、地域住民とのワークショップにより修正していくという今回の手法は今後のため池ハ

ザードマップ作成においても役立つものと期待している。 

また、今回ワークショップに参加し、多くの意見を出していただいた地域住民の方々に

この場を借りてお礼を申し上げる。 
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